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●
与
謝
野
晶
子

　
明
治
11（
１
８
７
８
）年
12
月
７
日
、
現
大

阪
府
堺
市
に
生
ま
れ
る
。
本
名
は
与よ

謝さ

野の

志し

やょ

うう

。
雑
誌｢

明
※
み
ょ
う
じ
ょ
う
星

｣

に
短
歌
を
発

表
し
、
ロ
マ
ン
主
義
文
学
の
中
心
的
人
物
と

な
っ
た
。

[

代
表
作]

み
だ
れ
髪（
明
治
34（
１
９
０
１
）年
）

君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ（
明
治
37

（
１
９
０
４
）年
）

※�

明
治
33（
１
９
０
０
）年
４
月
か
ら
明
治
41

（
１
９
０
８
）年
11
月
ま
で
刊
行
さ
れ
た
、

詩
歌
を
中
心
と
す
る
月
刊
文
芸
誌

●
与
謝
野
鉄
幹

　
明
治
６（
１
８
７
３
）年
２
月
26
日
、
現
京

都
府
京
都
市
に
生
ま
れ
る
。
本
名
は
与
謝
野

寛ひ
ろ
し。鹿
児
島
に
住
ん
で
い
た
時
期
も
あ
り
、第

二
の
故
郷
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。

[

代
表
作]

東
西
南
北（
明
治
29（
１
８
９
６
）年
）

五
足
の
靴（
明
治
40（
１
９
０
７
）年
）

　
山
本
實
彦
は
旧
川
内
市
出
身
で
、
東
京
で

｢

改
造
社｣

と
い
う
出
版
社
を
経
営
し
、
数
多

く
の
文
学
者
と
親
交
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
昭
和
４（
１
９
２
９
）年
、
与

謝
野
夫
妻
は
彼
の
招
き
に
よ
り
、
鹿
児
島
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

　
与
謝
野
夫
妻
は
滞
在
期
間
中
、
市
比
野
温

泉
を
訪
れ
、
現
在
も
旅
館
と
し
て
営
業
さ
れ

て
い
る
、
割か
っ

烹ぽ
う

旅
館
み
ど
り
屋
に
宿
泊
し
ま

し
た
。
近
く
を
流
れ
る
川
を
詠
ん
だ
歌
が
歌

碑
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
樋
脇
町
市
比
野

水
鳴
れ
ば
　
谷
か
と
思
ひ
　
遠
き
灯
の

　
　
　
見
ゆ
れ
ば
原
と
　
思
ふ
湯
場
の
夜

与
謝
野
晶
子

晶
子
は
滞
在
期
間
中
、
約
３
５
０
首
の
歌
を

各
地
で
詠
ん
だ
の
だ
と
か
。

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館
の
学
芸
員
に
よ
る
と
、

近
く
の
川
を
流
れ
る
水
の
音
を
聞
い
て
、
こ

の
歌
を
詠
ん
だ
ん
だ
っ
て
！

　
秋
と
い
え
ば
、
食
欲
の
秋
、
読
書
の
秋
、
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
、そ
し
て
芸
術
の
秋
。川
内
ま
ご

こ
ろ
文
学
館
で
は
、
本
市
に
関
係
の
あ
る
文

学
者
の
展
示
や
そ
の
他
芸
術
作
品
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
山や
ま

本も
と

實さ
ね

彦ひ
こ
。
令
和
３
年
度
広
報
薩
摩
川
内
３
月
通

常
版｢

人
の
と
な
り
に｣

で
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
山
本
實
彦
と
関
係
の
深

い
与よ

謝さ

野の

鉄て
っ
か
ん幹
・
晶あ
き

子こ

夫
妻
に
注
目
し
、
和

歌
や
そ
の
歌
碑
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

第第 5656回回

～与謝野夫
妻の

～与謝野夫
妻の歌歌

かか
碑碑
ひひ
をを

　　　　　
　巡る編～

　
　　　　　

　巡る編～
　

令和３年度
広報薩摩川内
３月通常版
｢人のとなりに｣▶ 

▲Google
　マップ

▲山本實彦像（大小路町）

▲与謝野鉄幹（左）と晶子（右）

提供：川内まごころ文学館提供：川内まごころ文学館

与
謝
野
夫
妻
が
市
比
野
に

歌
碑
を
見
に
行
こ
う
！

与
謝
野
夫
妻
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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●
神
田
町

わ
れ
乗
り
て
　
西
湖
の
船
に
　
擬
す
る
な
り

そ
れ
よ
り
勝
る
　
大
川
に
し
て与

謝
野
晶
子

●
西
開
聞
町

ほ
の
ぼ
の
と
　
川
内
川
の
夕
映
え
の

ば
ら
色
を
し
て
　
め
ぐ
り
た
る
船与

謝
野
鉄
幹

月
光
に
比
す
べ
き
　
川
の
流
る
る
や

薩
摩
の
国
の
　
川
内
郷
に

与
謝
野
晶
子

　
万
葉
の
散
歩

道
は
、
川
内
歴

史
資
料
館
と
国

分
寺
跡
史
跡
公

園
を
結
ぶ
道
路

の
近
く
を
流
れ

る
銀い
ち
ょ
う
の
き

杏
木
川
沿

い
に
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
約

６
３
０
メ
ー
ト

ル
の
間
に
、
万

葉
植
物
15
種
と

同
植
物
を
題
材

に
し
た
万
葉
歌

碑
15
基
、
大お
お
と
も
の伴

家や
か

持も
ち

像
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
与
謝
野
夫
妻
の
歌
碑
に
限
ら
ず
、
芸
術

に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

与
謝
野
夫
妻
の
歌
碑
は

　
　
　
　
　こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も

万
葉
の
散
歩
道
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史跡公園
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万葉の散歩道万葉の散歩道

◀Googleマップ◀Googleマップ

▲割烹旅館みどり屋

▲与謝野夫妻の本市来訪を伝える記事
　（鹿児島朝日新聞 昭和４年７月31日（鹿児島県立図書館蔵））

　大正時代建築の木造３階建てです。

この旅行は鹿児島市や霧島、南薩方面など広範囲に
わたっていたんだって！

新聞にも
書かれているね

他
に
も
歌
碑
が
た
く
さ
ん
！

７月 28日
７月 30日
７月 31日

８月５日

川内高等女学校（現：川内高等学校）で講演
市比野温泉緑旅館宿泊（現：割烹旅館みどり屋）
新田神社→可

え
愛
の
山陵→旅館高

たか
瀬
せ
屋
や
（現太平橋付近）→

川内川下り清遊（久見崎まで）
旅館高瀬屋にて食事

１

2

城後
川

割烹旅館
みどり屋

与謝野晶子
歌碑

湯之滝公園

市比野東郷線

39

与謝野夫妻の旅程（昭和４年７月22
日〜８月５日）

与謝野夫妻の旅程（昭和４年７月22
日〜８月５日）

　　　　　　　　本市で訪れた場所
を紹介します

　　　　　　　　本市で訪れた場所
を紹介します


